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 ＊  京都府立医科大学大学院保健看護研究科地域看護学領域
   （京都市上京区河原町通広小路上る梶井町465）
 ＊＊  京都大学大学院人間健康科学系専攻看護科学コース予防
看護学分野







































































































図 3 ．ワークショップの様子① 図 4 ．ワークショップの様子②
桂：住民参画による健康政策策定のプロセス
─ ─65
画倒れになることも多い．「健やかうじたわら21プラ
ン」は，策定過程にわれわれ大学メンバーが関与する
ことによって，町職員による自前の計画作成が可能に
なった．この意義は大きいと考える．
　行政側のメリットのひとつは，担当課の保健師やケ
アマネジャーが，専門職として地域診断に基づいた
PDCAサイクルを学び施策策定に関与したことから，
現任教育としてのスキルアップの機会になったことで
ある．ふたつ目は，庁舎内他課の若手職員が健康施策
や健康づくりへの理解を深め，政策立案に住民参加型
手法を取り入れるノウハウを体験学習する機会になっ
たことである．
　大学側にとってのメリットは，保健師経験者・有資
格者である大学院生が，地域診断から計画策定のプロ
セスに参加し施策化についての参加型体験学習の貴重
な機会を得て，高度専門職としてのスキルを習得する
機会になったことである．
お　わ　り　に
　我々は，ヘルスプロモーションの理念を取り入れ，
住民が参画する宇治田原町健康増進計画「健やかうじ
たわら21プラン」の策定全般にスーパーバイザーとし
て参加し，計画の実施と中長期的な政策評価を推進し
ている．現在複数の市において健康政策策定のプロ
ジェクトに参画し，今後も引き続き，地域保健を専門
とする研究者として健康政策の策定とその評価に関与
する予定である．
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